
○小浜と京都をつなぐ道中は「鯖街道」と呼ばれ、古来より交流が行われ、食や文化が発達してきた。リアス式
海岸が特徴である「内外海地域」では、豊富な海産物や塩の恩恵により、独自の日本食が存在。
○関西方面からの交通利便性や来訪者の増加等を考慮し、新たな顧客層をターゲットとした、宿泊施設の整備
や食事の見直し、体験プログラムの充実により、農泊ビジネスの強化を図る。

内外海地区活性化プロジェクト推進協議会 〔福井県小浜市〕
お ば ま

【実施体制】福井県小浜市

【採 択 年 度】
平成30年度

【事業実施期間】
平成30～31年度

【取組内容】

【特徴的な取組】
○ 未来漁業プロジェクト（水産加工施設の改修）の実施
○ 教育旅行の聖地プロジェクト（体験拡大・阿納地区など）
○ 新規顧客開拓プロジェクト（地産地消レストランの検討）
○ 民宿快適化プロジェクト（女性やインバウンドへの対応）
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○地元推進体制の強化に向けた取組

・交流人口の増加 ・重点地区に宿泊施設や体験施設の築造機運の高まり

・宿泊・飲食施設を運営する（株）志積を立ち上げ

○地域の特性を活かしたモニターツアー

・京都と小浜は「鯖街道」とでつながっており、古来よりの食文化や、漁業、海でのレ

ジャーを中心とした体験ツアーなどを推進（北陸新幹線延伸を念頭）

○体験プログラムの開発

・現在メニューは７種（H30）で、海洋関係に特化。利用者は１１，５３３人と充実

○呼び込みや食事に係る取組

・インスタグラム整備 ・外国人観光客を呼び込むために、「じゃらん」などとも連携

・新鮮魚介や鯖（発酵食品）などを採り入れた新料理メニューの開発

○その他

・H30ディスカバー農山漁村の宝全国選定 阿納集落（小浜市阿納体験民宿組合）

内外海地区の湾内
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